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子ども議会

創ろうみんなで　元気な安心のまちを！
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風水害から身を守るために！ 風水害から身を守るために！ 

避難の知識① 

＊風水害対策の第一歩は情報収集から！
正確な気象情報を集めることで風水害による被害を最小限にとどめることができます。
テレビ・ラジオなどで情報収集につとめ、危険を感じる場合には、早めの避難を心がけましょう。

普段から避難準備をしておきましょう

いつでも避難できるよう、次のことを心がけましょう！
・避難経路や危険場所の事前の確認
・非常用品の用意
・災害防災メールなどの利用

避難時の注意点

①安全で動きやすい服装を
・ヘルメットや頭巾などで頭を保護する。
・裸足で避難しない。脱げにくい、ひもで締められる運動靴で避難する。
＊長靴は水が溜まると動きにくくなるので厳禁！

②足元に注意
・水の深さに注意する。
＊歩行可能な水深は一般的に男性は70cm、女性は50cm。水の流れが早い場合はさらに注意が必要！
・水が溢れたときは、マンホールや側溝、石などが危険。杖や長い棒で進行方向を確認しながら歩くように
しましょう。

③隣・近所で声を掛けあって避難
・単独行動はしない。
・はぐれないようロープでお互いの体を結んで流されないようにしましょう。

④災害時要援護者の安全確保
・病人や高齢者は背負うなど配慮し避難する。
・子どもは大人が手をつないで避難させる。その際は、浮き袋を付けるなどの安全対策を。

風水害や大地震などのさまざまな災害から身を守るために、すばやく反応し、「避難」す

ることが必要です。災害時の避難について適切な「知識」をもち、いざというときの「備

え」をしっかり進めてください。

「自分たちの身の安全を守るため」には避難が大原則です。

８月号でも掲載しましたが、多くの災害に共通する避難のポイントを再度、災害別に３

回に分けて紹介します。

みなさんの防災、避難に役立ててください。
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避難情報の違いを知っておきましょう
広報車・防災無線・サイレンなどを通じて町が出す避難情報には、状況によって違いがあります。

風水害から身を守るために！ 

普段からの備えについて

・水のうの用意
ごみ袋を２枚重ね、水を入れて

口を縛ります。段ボール箱などに
入れて使うと効果的です。水のう
の中に空気が入ると、水が浮かん
でしまうので注意が必要です。

・排水口の掃除
玄関前やベランダに

ある排水口は、落ち葉
や土などで詰まりやす
くなっています。こま
めに掃除しましょう。
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７月、８月と計４回にわたり、毎年恒例の消防

団夜間基礎訓練が健民グラウンドで行われまし

た。今年は礼式訓練に加え、ポンプの操作訓練な

どを重点的に、西和消防署南分署のみなさんの指

導のもと、消防技術の更なる習得と消防力の強化

に励まれていました。

夜間基礎訓練の実施

８
月
21
日（
水
）、
子
ど
も
議
会
が
役

場
３
階
議
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
議
会
は
、
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
、
自
分
の
住
む
町
の
町
政
に

関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
、
町
に
対
す
る

要
望
や
質
問
を
す
る
機
会
で
も
あ
り
、

子
ど
も
の
視
点
か
ら
、
今
後
の
町
政
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

上
牧
中
学
校
か
ら
９
名
、
上
牧
第
二

中
学
校
か
ら
４
名
、
計
13
名
が
議
長
と

議
員
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
い
ろ
ん
な

視
点
か
ら
町
に
対
し
て
の
質
問
を
、
緊

張
す
る
こ
と
な
く
堂
々
と
し
た
姿
で
立

派
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
議
会
開
催
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MEMORIES OF YOU
～スイングジャズ界の巨匠
秋満義孝が“まち”にやってくる～

10月14日（月・祝）
午後0時開場・0時30分開演

出　演 秋満義孝カルテット

ピアノ　　　　：秋満義孝

クラリネット　：鈴木直樹

ベース　　　　：魚谷のぶまさ

パーカッション：岡本健太

会　場 まほろばホール

入場料 一般 ３,０００円

北葛４町住民 ２,０００円

65歳以上 ２,０００円

学生（小・中・高） １,０００円

☆チケット発売は、９月１日（日）午前10時より、まほろばホールで発売します。

電話での予約も受け付けています。

☆小学１年生より入場していただけます。

☆北葛４町にお住いのかたは、免許証・保険証・町広報紙のいずれかをご提示ください。

主　催：まほろばホール活性化推進会議（事務局：まほろばホール内）

共　催：河合町

後　援：北葛城郡町村会　社会福祉法人奈良県共同募金会

問合先：文化会館まほろばホール（月曜日休館）

河合町高塚台１ー８ー３　電話　 ７２ー１１００　

※詳細については、河合町ホームページ（http://www.town.kawai.nara.jp/）をご覧ください。

この催しは、赤い羽根共同募金運動を応援しています。

まほろば祝祭音楽会

まほろば祝祭アンサンブル
～Ｎ響トッププレーヤーと仲間たちの夕べ～

11月７日（木）
午後６時開場・６時30分開演

出　演 指　　揮　　：河野正孝（オーボエ奏者・関西室内楽協会代表）

オーボエ　　：青山聖樹（NHK交響楽団首席オーボエ奏者）

フルート　　：神田寛明（NHK交響楽団首席フルート奏者）

アンサンブル：まほろば祝祭アンサンブル

会　場 まほろばホール

入場料 一般 ２,０００円

北葛４町住民 １,５００円

65歳以上 １,５００円

学生（小・中・高） １,０００円

河野正孝

神田寛明

青山聖樹

まほろば祝祭音楽会



6
かんまき 2013.9.

町
議
会
は
９
月
10
日
か
ら

第
三
回
上
牧
町
議
会
定
例
会
は
、
９
月

10
日（
火
）の
午
前
10
時
か
ら
開
会
し
ま
す
。

会
期
日
程
に
つ
い
て
は
、
９
月
６
日

（
金
）
午
前
10
時
開
催
の
議
会
運
営
委
員

会
で
決
り
ま
す
。

そ
の
他
、
会
議
日
程
の
お
問
合
わ
せ
は

議
会
事
務
局
へ

▼
問
合
先

議
会
事
務
局

役
場
内
線
３
０
４
番

ペ
ガ
サ
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

文
化
祭
展
示
作
品
と
発
表
の
募
集

10
月
28
日（
月
）か
ら
10
月
30
日（
水
）ま

で
、
文
化
セ
ン
タ
ー
（
中
央
公
民
館
・
ペ

ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
ロ
ビ
ー
）
と
２
０
０
０
年

会
館
で
開
く
、
上
牧
町
文
化
祭
に
展
示
す

る
作
品
を
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
募
集
し

ま
す
。

ま
た
多
目
的
ホ
ー
ル
を
使
っ
て
演
技
な
ど

を
披
露
す
る
発
表
の
部
に
つ
い
て
は
10
月
29

日（
火
）に
行
い
、
30
分
か
ら
60
分
程
度
で
披

露
で
き
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
か
た

▼
応
募
種
目

展
示
の
部
に
つ
い
て
は
、
絵
画
・
工

芸
・
手
芸
・
書
道
・
造
花
・
写
真
な
ど
、

壁
や
机
な
ど
を
使
っ
て
展
示
出
来
る
も
の

で
、
作
品
数
は
一
人
一
点
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

発
表
の
部
に
つ
い
て
は
、
個
人
や
グ
ル

ー
プ
で
舞
台
を
使
っ
て
披
露
で
き
る
出
し

物
な
ど
、
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。（
た
だ
し
、

音
楽
を
必
要
と
す
る
出
し
物
は
、
テ
ー
プ

な
ど
の
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

参
加
人
数
に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
）

▼
受
付
期
間

９
月
１
日（
日
）か
ら
８
日（
日
）

ま
で
（
月
曜
日
は
休
館
）

▼
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４

時
30
分
ま
で

▼
受
付
場
所

文
化
セ
ン
タ
ー
内
中
央
公
民

館
事
務
室
前
。
電
話
で
の
受
付
は
出
来
ま

せ
ん
。

▼
問
合
先

中
央
公
民
館
　

76
ー
３
６
１
０

西
和
養
護
学
校

教
育
相
談
・
体
験
学
習
実
施

西
和
養
護
学
校
で
は
、
小
学
部
・
中
学

部
・
高
等
部
で
障
が
い
の
あ
る
幼
児
や
児

童
生
徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
就
学
や
教

育
に
つ
い
て
の
相
談
や
体
験
学
習
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
電
話
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

奈
良
県
立
西
和
養
護
学
校

73
ー
２
１
１
１

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
セ
ミ
ナ
ー
」

in
上
牧

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ラ
イ
ツ
セ
ミ
ナ
ー
」
と
は
、

人
権
の
ル
ー
ル
と
し
て
の
概
念
を
身
に
つ

け
、
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て
ど
う
行

動
し
、
社
会
に
参
画
す
る
の
か
を
探
究
し

て
「
自
分
と
人
権
問
題
が
つ
な
が
っ
た
」

「
人
権
の
た
め
に
何
か
を
し
よ
う
」
な
ど
、

人
権
に
つ
い
て
学
べ
る
学
習
会
で
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
『
人
権
の
ま
ち
づ

く
り
に
む
け
て
』
で
す
。

▼
と
　
き

10
月
17
日（
木
）
午
後
１
時
30
分

か
ら
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

役
場
西
館
　
３
階
　
集
会
室

▼
内
　
容

講
演
「
地
域
の
つ
な
が
り
・
家

族
の
絆
」

講
師
　
山
村

悦
子

さ
ん
（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
　
地
域
密
着
型
相
談
セ
ン
タ

ー
・
「
と
ま
り
木
」
理
事
長
）

▼
主
　
催

上
牧
町
・
上
牧
町
人
権
教
育
研

究
会
・
上
牧
町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

▼
問
合
先

社
会
教
育
課

役
場
内
線
５
１
２
番

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
「
お
菓
子
入
れ
」

講
習
参
加
者
募
集

四
海
波
編
み
で
、
お
菓
子
入
れ
を
作
り
ま

す
。
大
き
さ
が
直
径
17
㎝
、
深
さ
が
11
㎝
あ

る
の
で
、
果
物
入
れ
と
し
て
も
使
え
ま
す
。

す
こ
や
か
サ
ポ
ー
タ
ー
が
指
導
し
ま
す
。

▼
と
　
き

９
月
17
日（
火
）
午
後
１
時
か
ら

４
時
頃
ま
で

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
保
健
指
導
室

▼
定
　
員

先
着
15
名

▼
参
加
費

１
５
０
円

▼
持
ち
物

は
さ
み
、
ボ
ン
ド
、
15
㎝
さ
し
、

鉛
筆
、
洗
濯
ば
さ
み
４
つ

▼
申
込
方
法

９
月
３
日（
火
）
午
前
８
時
30

分
か
ら
電
話
か
生

き
活
き
対
策
課
窓

口
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

79
ー
２
０
２
０

祝
「
敬
老
の
日
」
開
催

米
寿
の
か
た
を
対
象
と
し
た
、
敬
愛
長

寿
を
願
う
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き

９
月
16
日
（
祝
）
・
午
前
９
時
30

分
か
ら

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
（
２
階
多
目

的
室
）

▼
内
　
容

町
内
在
住
の
大
正
14
年
生
ま
れ

の
米
寿
の
か
た
に
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま

す
。（
案
内
状
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
当
日

持
参
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
）

式
典
終
了
後
は
、
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連

合
会
主
催
に
よ
る
「
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
発
表

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
、
町
内
巡
回
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

79
ー
２
０
２
０
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「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん

し
ん
相
談
」
強
化
習
慣

皆
さ
ん
の
周
り
で
高
齢
者
や
障
が
い
者

に
対
す
る
い
じ
め
、
い
や
が
ら
せ
、
虐
待

な
ど
の
人
権
侵
害
が
起
き
て
い
る
の
で
は

…
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
が
毎
日
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
人
権
に
関
わ

る
様
々
な
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き

９
月
９
日
（
月
）
か
ら
９
月
15
日

（
日
）
の
平
日
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

７
時
ま
で

土
・
日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▼
相
談
員

奈
良
地
方
法
務
局
職
員
と
奈
良

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
人
権
擁
護
委
員

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ

ん
し
ん
相
談
」

全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
　

０
５
７
０

ー
０
０
３
ー
１
１
０
（
電
話
は
お
か
け
に

な
っ
た
場
所
の
最
寄
り
の
法
務
局
・
地
方

法
務
局
に
つ
な
が
り
ま
す
）

▼
問
合
先

福
祉
課

役
場
内
線
１
１
８
番

第
23
回
奈
良
矯
正
展

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と

し
て
、
奈
良
少
年
刑
務
所
の
一
部
を
開
放

し
、
矯
正
施
設
（
刑
務
所
・
少
年
院
・
鑑

別
所
）
の
教
育
・
職
業
訓
練
の
紹
介
な
ど
、

地
域
社
会
の
人
々
に
広
く
矯
正
行
政
に
つ

い
て
の
理
解
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
い
た
し
ま
す
。

▼
と
　
き

９
月
７
日（
土
）・
８
日（
日
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
（
８
日
の
み

午
後
３
時
30
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ

奈
良
少
年
刑
務
所
構
内

▼
内
　
容

施
設
見
学
、
刑
務
所
作
業
製
品
の

展
示
即
売
、
教
育
内
容
・
職
業
訓
練
な
ど
を

パ
ネ
ル
で
紹
介
、
受
刑
者
の
書
・
絵
画
な
ど

の
文
芸
作
品
の
展
示
、
専
門
の
職
員
に
よ
る

性
格
検
査
の
体
験
実
施
な
ど

▼
問
合
先

奈
良
少
年
刑
務
所

０
７
４
２
ー
22
ー
４
９
６
１

「
法
の
日
週
間
」
記
念
無
料
法
律
相
談

奈
良
弁
護
士
会
で
は
「
法
の
日
週
間
」

記
念
行
事
と
し
て
無
料
法
律
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

・
10
月
２
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
12

時
・
午
後
１
時
か
ら
３
時
30
分
。

奈
良
弁
護
士
会
館

・
10
月
７
日
（
月
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
12

時
・
午
後
１
時
か
ら
３
時
30
分
。

大
和
高
田
経
済
会
館

（
ど
ち
ら
も
相
談
時
間
は
一
人
30
分
で
す
。）

▼
申
込
期
間

９
月
９
日（
月
）か
ら
30
日（
月
）

ま
で
（
平
日
午
前
９
時
30
分
か
ら
12
時
・

午
後
１
時
か
ら
５
時
）

▼
問
合
先

奈
良
弁
護
士
会

０
７
４
２
ー
22
ー
２
０
３
５

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
の
対
処
法

現
在
、
町
内
全
域
に
「
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ

モ
」
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ク
モ
は
、
毒
性
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
攻
撃
性
も
無
く
お
と
な
し
い
ク
モ
な

の
で
素
手
で
触
ら
な
い
限
り
噛
ま
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
対
処
方
法

・
保
健
所
な
ど
に
知
ら
せ
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

・
見
か
け
た
ら
素
手
で
触
ら
ず
踏
み
つ
ぶ
す

か
、市
販
の
殺
虫
剤
を
噴
霧
し
て
く
だ
さ
い
。

・
卵
の
う
は
、
踏
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。

・
も
し
ク
モ
の
巣
が
は
ら
れ
た
ら
棒
き
れ
で

は
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
子
ど
も
や
高
齢
者
は
危
険
な
場
合
も
あ
り

注
意
が
必
要
で
す
。

▼
噛
ま
れ
た
と
き
の
症
状

・
噛
ま
れ
る
と
チ
ク
リ
と
針
で
さ
し
た
よ
う

な
痛
み
を
感
じ
、
や
が
て
噛
ま
れ
た
部
分

の
周
り
は
腫
れ
て
赤
く
な
り
ま
す
。

▼
も
し
噛
ま
れ
た
ら

・
噛
ま
れ
た
箇
所
を
温
水
や
石
け
ん
水
で
洗

い
流
し
、
で
き
る
だ
け
早
く
病
院
に
行
っ

て
治
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。（
噛
ん
だ
ク

モ
は
病
院
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

▼
生
息
場
所

・
日
当
た
り
が
良
く
、
温
か
い
と
こ
ろ

・
巣
を
は
る
適
当
な
す
き
間
が
あ
る
と
こ
ろ

・
昆
虫
や
小
動
物
な
ど
エ
サ
が
豊
富
に
あ
る

と
こ
ろ

▼
問
合
先

環
境
課

役
場
内
線
１
４
０
番

台
湾
で
54
年
ぶ
り
に
狂
犬
病
発
生

台
湾
当
局
は
、
７
月
23
日
に
台
湾
の
南

東
部
に
お
い
て
狂
犬
病
に
感
染
し
た
イ
タ

チ
、
ア
ナ
グ
マ
に
よ
る
人
へ
の
咬
傷
事

故
が
発
生
し
た
旨
を
国
際
獣
疫
事
務
局

（
Ｏ
Ｉ
Ｅ
）に
通
報
、
及
び
公
表
し
て
い
ま
す
。

過
去
６
ヶ
月
以
内
に
台
湾
か
ら
輸
入
さ

れ
た
犬
な
ど
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
か
た

は
、
念
の
た
め
、
入
国
時
か
ら
半
年
間
は

毎
日
の
健
康
観
察
を
行
う
よ
う
ご
留
意
願

い
ま
す
。

ま
た
引
き
続
き
、
犬
の
登
録
・
予
防
注

射
の
徹
底
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先

葛
城
保
健
所
衛
生
課

22
―
１
７
０
１
（
内
線
２
３
６
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
広
告
掲
載
募
集

10
月
１
日
（
火
）
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
（
ペ
ガ
サ
ス
号
・
さ
さ
ゆ
り
号
）
の
巡
回

バ
ス
へ
の
広
告
掲
載
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

バ
ス
に
よ
る
「
動
く
広
告
媒
体
」
で
す
。

み
な
さ
ん
の
広
告
が
よ
り
広
範
囲
で
、
よ

り
多
く
の
か
た
が
た
の
目
に
触
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

９
月
10
日
（
火
）
か
ら
20
日

（
金
）
・
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

▼
問
合
先

総
務
課
　

役
場
内
線
２
０
９
番
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か
も
き
み
の
湯
敬
老
週
間
実
施

か
も
き
み
の
湯
（
御
所
市
）
で
は
敬
老
の

日
に
無
料
入
浴
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
　
き

９
月
17
日
（
火
）
か
ら
20
日
（
金
）

ま
で
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で

の
４
日
間

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
65
歳
以
上（
昭
和
23

年
以
前
生
ま
れ
）の
か
た

対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
物

（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
持

参
し
て
番
台
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
コ
ピ
ー
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
合
先

か
も
き
み
の
湯
　

66
ー
２
６
４
１

フ
ッ
ト
サ
ル
・
大
縄
跳
び
教
室

開
催上

牧
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設

立
準
備
委
員
会
に
よ
る
フ
ッ
ト
サ
ル
教

室
・
大
縄
跳
び
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

内
容
は
、
フ
ッ
ト
サ
ル
は
基
本
の
技
術

と
ル
ー
ル
を
習
得
し
て
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む

こ
と
、
大
縄
跳
び
は
町
民
体
育
大
会
（
大

字
対
抗
）
に
向
け
て
の
技
術
向
上
と
交
友

で
す
。

▼
と
　
き

９
月
21
日（
土
）
午
後
１
時
30
分

か
ら
４
時
ま
で
　

▼
と
こ
ろ

上
牧
中
学
校
体
育
館
（
大
縄
跳

び
の
み
は
中
庭
）

▼
対
象
者

フ
ッ
ト
サ
ル
　
町
内
在
住
小
・

中
学
生
と
そ
の
家
族

大
縄
跳
び
　
町
内
在
住
民

▼
定
　
員

フ
ッ
ト
サ
ル
　
30
名

大
縄
跳
び
　
制
限
な
し

▼
持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
・
体
育
館

用
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル
・
飲
料
水

▼
受
講
料

２
０
０
円

▼
申
込
方
法

９
月
３
日（
火
）か
ら
18
日（
水
）

の
間
に
、
上
牧
第
二
町
民
体
育
館
に
て
申

込
用
紙
に
記
入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。（
月
曜
休
館
日
）
ど
ち
ら
か
一
方
の

参
加
も
可
能
で
す
。
※
雨
天
の
場
合
、
大

縄
跳
び
は
中
止
と
し
ま
す
。

▼
問
合
先

上
牧
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
設
立
準
備
委
員
会
　
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ

ャ
ー
　
竹
之
内
　

０
９
０
ー
６
５
５
７

ー
０
７
０
１

秋
の
交
通
安
全
運
動

間
も
な
く
ス
タ
ー
ト

９
月
21
日（
土
）か
ら
30
日（
月
）ま
で
の

間
、
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
行
わ
れ

ま
す
。
本
町
で
も
各
関
係
機
関
・
団
体
の

協
力
を
得
て
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

上
牧
町
を
、
安
全
で
明
る
く
住
み
よ
い

町
に
す
る
た
め
に
交
通
安
全
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

「
メ
ロ
デ
ィ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
」

活
動
実
施

奈
良
県
警
察
で
は
、
「
日
本
一
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
奈
良
の
実
現
」
に
向

け
て
、
警
察
官
が
身
近
で
パ
ト
ロ
ー
ル
し

て
い
る
こ
と
を
広
く
住
民
の
み
な
さ
ん
に

お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
「
メ
ロ
デ
ィ
ー
パ

ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
際
に

流
れ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、
幼
児
や
児
童
な

ど
に
被
害
防
止
の
た
め
に
活
用
し
て
い
る

指
導
キ
ー
ワ
ー
ド
「
い
か
の
お
す
し
一
人

前
」
を
オ
ル
ゴ
ー
ル
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

メ
ロ
デ
ィ
ー
で
、
防
犯
意
識
を
高
め
る
た

め
の
啓
発
標
語
な
ど
と
と
も
に
パ
ト
カ
ー

や
白
バ
イ
か
ら
流
す
こ
と
に
よ
り
、
県
民

の
安
全
・
安
心
感
を
高
め
る
「
メ
ロ
デ
ィ

ー
パ
ト
ロ
ー
ル
」
活
動
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
、
県
民
の
み
な
さ
ん
に
安
全

と
安
心
を
お
届
け
す
る
た
め
、
積
極
的
か

つ
効
果
的
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

☆
「
い
か
の
お
す
し
一
人
前
」
の
メ
ロ
デ
ィ

ー
は
、
奈
良
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

h
ttp
://w
w
w
.p
o
lice.p

ref.n
ara.jp

/

▼
問
合
先

西
和
警
察
署

72
ー
０
１
１
０

９
月
11
日
は
「
警
察
相
談
の
日
」

警
察
で
は
９
月
11
日
を
全
国
一
斉
「
警

察
相
談
の
日
」
と
定
め
、
被
害
の
未
然
防

止
に
関
す
る
相
談
や
地
域
の
安
全
と
平
穏

に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

「
警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　
＃
９
１
１
０
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
相
談
窓
口
の
利
用
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

☆
警
察
総
合
相
談（
警
察
本
部
県
民
サ
ー
ビ
ス
課
）

・
プ
ッ
シ
ュ
回
線

＃
９
１
１
０

・
ダ
イ
ヤ
ル
回
線

０
７
４
２
ー
23
ー
１
１
０
８

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
相
談
　

０
７
４
２
ー
24
ー
０
８
７
４

・
電
子
メ
ー
ル
相
談

奈
良
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
各
種
相
談
）

☆
悪
質
商
法
相
談

０
７
４
２
ー
24
ー
９
４
４
１

（
架
空
請
求
ハ
ガ
キ
・
迷
惑
メ
ー
ル
・
高

金
利
な
ど
の
相
談
）

☆
運
転
免
許
更
新
・
再
交
付
手
続

０
７
４
４
ー
22
ー
５
５
４
１

☆
西
和
警
察
署

72
ー
０
１
１
０

食事を与えない、ひどく不潔にする、保護者以外の同居
人による虐待を放置すること など

ネグレクト

言葉による脅し、無視、兄弟間での差別的扱い など心理的虐待

性的行為の強要、ポルノグラフィの被写体にする など性的虐待

殴る、蹴る、激しく揺さぶる、溺れさせる など身体虐待

児童虐待とは、

児童相談所全国共通ダイアル　　0570－064－000（24時間対応）

上牧町役場福祉課　 0745－76－1001 内線146

児童虐待と思ったらすぐに電話を！
「あなた」からの連絡が、

こどもを虐待から守るための大きな一歩となります。
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な
ら
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

▼
と
　
き

11
月
４
日（
月
・
祝
）
午
後
１
時

か
ら
４
時
ま
で
・
フ
ッ
化
物
塗
布
の
み
午

後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

▼
と
こ
ろ

イ
オ
ン
モ
ー
ル
大
和
郡
山

▼
内
　
容

・
歯
科
保
健
事
業
に
貢
献
し
た
団
体
、
個
人

へ
の
顕
彰

・
歯
科
保
健
に
関
す
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
そ
の
他
歯
科
保
健
の
啓
発

・
フ
ッ
化
物
塗
布
（
事
前
申
込
必
要
）

満
３
歳
か
ら
12
歳
児
対
象
（
先
着
２
０
０

名
）

▼
申
込
方
法

一
名
に
つ
き
一
枚
の
往
復
は

が
き
で
、
住
所
・
お
子
様
の
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
９
月
10

日
（
火
）
か
ら
27
日
（
金
）
ま
で
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
10
月
中
旬
ま
で
に
採
否
の
返

信
を
し
ま
す
。

〒
６
３
０
ー
８
０
０
２

奈
良
市
二
条
町
２
ー
９
ー
２

奈
良
県
歯
科
医
師
会
　
な
ら
歯
と
口
腔
の

健
康
づ
く
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
フ
ッ
化

物
塗
布
」
係

▼
問
合
先

奈
良
県
歯
科
医
師
会
事
務
局

０
７
４
２
ー
33
ー
０
８
６
１

（
三
田
・
杉
本
）

自
衛
官
募
集

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹

候
補
生
・
航
空
学
生
・
防
衛
大
学
校
学
生
と
防

衛
医
科
大
学
校
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

☆
自
衛
官
候
補
生

▼
応
募
資
格

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
か
た

▼
受
付
期
間

（
男
子
）
年
間
を
通
じ
て

▼
試
験
日

（
男
子
）
受
付
け
時
に
お
知
ら
せ

☆
防
衛
大
学
校
学
生

▼
応
募
資
格

高
卒
、
見
込
含
む
で
21
歳
未

満
の
か
た

▼
受
付
期
間

一
般（
前
期
）
９
月
５
日（
木
）

か
ら
９
月
30
日（
月
）ま
で

▼
試
験
日

◎
一
次
試
験
　
11
月
９
日（
土
）・
10
日（
日
）

◎
二
次
試
験
　
12
月
10
日（
火
）か
ら
14
日（
土
）

ま
で
の
指
定
さ
れ
た
日

☆
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

▼
応
募
資
格

高
卒
、
見
込
含
む
で
21
歳
未

満
の
か
た

上牧町通級指導教室『ペガサス教室』開設のお知らせ

▼
受
付
期
間

９
月
５
日
（
木
）
か
ら
９
月
30

日（
月
）ま
で

▼
試
験
日

◎
一
次
試
験
　
11
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）

◎
二
次
試
験
　
12
月
18
日（
水
）か
ら
20
日（
金
）

ま
で
の
間
の
指
定
す
る
一
日

☆
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
教
育
部
看
護
学
科

学
生

▼
応
募
資
格

高
卒
、
見
込
含
む
で
21
歳
未

満
の
か
た

▼
受
付
期
間

９
月
５
日
（
木
）
か
ら
９
月
30

日（
月
）ま
で

▼
試
験
日

◎
一
次
試
験
　
10
月
19
日（
土
）

◎
二
次
試
験
　
11
月
30
日
（
土
）
か
12
月
１
日

（
日
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
資
料
閲
覧
請
求

が
で
き
ま
す
。

奈
良
地
方
協
力
本
部
（
Ｐ
Ｃ
用
）

h
ttp
:/w
w
w
.m
o
d
.go
.jp
/p
co
/n
ara

▼
問
合
先

自
衛
隊
橿
原
地
域
事
務
所

０
７
４
４
ー
29
ー
９
０
６
０

上牧町では、小・中学校の通常の

学級に在籍し、言葉の発達や行動面

で気になることがあるなどの問題を

抱え、特別な教育的支援を必要とし

ている児童・生徒に対して、個に応

じた通級による指導を行う場として

通級指導教室『ペガサス教室』を上

牧第二小学校東棟１階（平成25年９

月１日）に開設します。また、就学

前の幼児についての教育相談も行い

ます。

『ペガサス教室』は、子ども達が

本来持っている力を輝かせながら、

自分らしく生き生きとした学校生活

が送れるように、支援することを目

的とした教室です。

［ペガサス教室］

０７４５－４３－８３５１
［上牧町教育委員会］

０７４５－７６－１００１問問合合先先

文
化
協
会
作
品
発
表
会

上
牧
町
文
化
協
会
で
は
、
中
央
公
民
館

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
役
場
で
作
品
の
発
表

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
中
央
公
民
館
　
９
月
13
日
（
金
）
か
ら
10
月

18
日（
金
）ま
で

・
上
牧
写
真
ク
ラ
ブ
（
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
フ
レ
ン
ド
リ
ー（
陳
列
ケ
ー
ス
）

▼
役
　
場
　
10
月
18
日（
金
）ま
で

・
油
絵
　
ア
ト
リ
エ
28

各
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
お
問
合
わ
せ
は

中
央
公
民
館
ま
で

▼
問
合
先

中
央
公
民
館

76
ー
３
６
１
０

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
全
国

一
斉
の
緊
急
情
報
の
伝
達
試
験

▼
と
　
き

９
月
11
日（
水
）
午
前
11
時
ご
ろ

と
11
時
30
分
ご
ろ
の
２
回

▼
試
験
内
容

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
を
用
い
、
国
か
ら
の
情

報
を
受
け
、
実
際
に
防
災
行
政
無
線
を
自

動
起
動
さ
せ
、
町
内
に
設
置
し
て
い
る
防

災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
よ
り
次
の
内

容
の
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

「
こ
れ
は
、
試
験
放
送
で
す
。」
×
３
回

「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
か
ん
ま
き
ち
ょ
う
や

く
ば
で
す
。」
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム

▼
問
合
先

総
務
課
　

役
場
内
線
２
２
６
番



細菌やウイルスのついた食品をとることで
起こる食中毒は、学校や施設などの大規模な
集団食中毒が発生することもありますが、家
庭内で起こる食中毒も多く、死亡した例も報
告されています。また、月別食中毒発生状況
をみてみると、近年では、７月８月よりも９
月に発生する食中毒発生数が多いため、これ
からも食中毒を未然に防ぐ対策が重要です。
今回は、食中毒予防のために、家庭ででき

る方法についてお話します。

食中毒の予防方法

①食品の選び方
食品は常に新鮮なものを選び、大量に買い

込まず、新鮮なうちに食べきれるだけを購入
しましょう。そして、消費期限・賞味期限を
守りましょう。生鮮食品はすぐに冷蔵庫に入
れ、なるべく早めに食べきりましょう。
②保存の方法
細菌の多くは、10℃で増殖がゆっくりに

なり、-15℃以下では増殖が停止します。そ
のため、冷蔵庫は10℃以下、冷凍庫は-15℃
以下に維持しましょう。しかし、この温度以
下にすると細菌の増殖は遅くなりますが死滅
するわけではありません。早めに使い切るよ
うにしましょう。そして、冷蔵庫・冷凍庫に
は詰め込まず、７割程度入れるようにしまし
ょう。
③調理
肉、魚、卵を取り扱う時は、前後にしっか

りと手指を洗いましょう。生の肉や魚を切っ
た後はまな板を洗い、熱湯をかけてから使い
ましょう。包丁やまな板は肉用、魚用、野菜
用と別のものを使い分けるとさらに安全で

す。加熱処理の場合は十分に火を通し、室温
に食品を長く放置しないことが大切です。
④食事
まず、食卓につく前に手を洗いましょう。

温かい料理は温かいうちに、冷たい料理は冷
たいうちに食べるようにしましょう。目安は、
加熱する料理は食品中心部が75℃以上１分
以上の加熱、冷たい料理は10℃以下です。
そして、食品は室温に長く放置しないでくだ
さい。例えば、Oー１５７は室温でも20分程
度で２倍に増えます。

上記の予防方法に加えて、食品から変な臭
いがしたり、味がおかしいと思ったら、食べ
ずに捨てましょう。食中毒は、予防方法をき
ちんと守れば発生を防げます。
もし腹痛、下痢、気分が悪くなったりした

ら、早めに医師に相談しましょう。
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高
齢
者
の
集
い
開
催

健
康
上
牧
21
計
画
の
高
齢
グ
ル
ー

プ
で
は
「
高
齢
者
の
集
い
」
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
　
き

９
月
26
日（
木
）
午
後
１
時

30
分

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館

▼
内
　
容

１
交
通
安
全
講
習
（
西
和
警
察
署
交
通
課
）

①
高
齢
者
の
自
動
車
事
故

②
高
齢
者
の
自
転
車
事
故

③
高
齢
者
の
歩
行
時
の
事
故

２
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
「
ペ
ガ
サ
ス
」

３
演
歌

①
エ
イ
フ
ォ
ス
　
歌
手
　
寺
本
　
圭
佑

②
日
本
ク
ラ
ウ
ン
　
歌
手
　
加
奈

▼
費
　
用

無
料

▼
対
象
者

町
内
在
住
の
シ
ニ
ア
の
か
た

▼
申
込
方
法

９
月
12
日（
木
）ま
で
に
生

き
活
き
対
策
課
ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
の
か
た
は
、

地
区
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
を
経
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

膝
痛
・
腰
痛
予
防
教
室
開
催

毎
回
好
評
の
「
膝
痛
・
腰
痛
教
室
」

を
今
年
度
も
開
催
い
た
し
ま
す
。
痛

み
の
原
因
や
身
体
の
構
造
な
ど
を
学

び
、
弱
っ
た
膝
や
腰
の
痛
み
を
軽
減

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
筋
肉
を
鍛

え
る
運
動
を
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
心
臓
病
や
強
い
痛
み
な
ど
、
医
師

か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て
い
る
か
た

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

▼
と
　
き

９
月
26
日（
木
）か
ら
12
月
12

日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
（
合
計
12
回
）

●
ま
だ
ま
だ
油
断
は
禁
物
、

食
中
毒
に
気
を
つ
け
よ
う
●

「食品表示110番」
食品の表示は、消費者が食品を購入する

ときの選択に役立つ情報です。
奈良地域センターでは、「食品表示１１０

番」を設置し、食品の偽装表示・不審表示
に関する情報やお問合わせなどを受け付け
ています。お気軽にご利用ください。
▼問合先 近畿農政局　奈良地域センター
表示・規格担当
「食品表示110番」（専用ダイヤル）
0742－32－1877

午前８時30分から午後５時15分（午後０
時から１時、土・日・祝・年末年始を除く）



午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
機
能
訓

練
室
（
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
定
　
員

先
着
15
名

▼
費
　
用

６
０
０
円（
運
動
器
具
実
費
代
）

▼
申
込
方
法

９
月
４
日（
水
）
午
前
８

時
30
分
か
ら
電
話
か
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
生
き
活
き
対
策
課
内
）

高
齢
者
教
室
開
催

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
み
な
さ

ん
、
高
齢
者
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

◎
水
墨
画

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
　
午
後

１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
　
会
議
室
１

◎
ち
ぎ
り
絵

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日

午
後
１
時
か
ら
３
時
　
会
議
室
２

◎
民
踊

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
　
午
後

１
時
か
ら
３
時
　
和
室
１

◎
華
道

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
　
午
前
９

時
30
分
か
ら
12
時
　
保
健
指
導
室

◎
民
謡

毎
月
第
２
・
４
金
曜
日
　
午
後
１

時
30
分
か
ら
３
時
30
分
　
保
健
指
導
室

◎
輪
踊
り

毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
　
午

前
９
時
か
ら
12
時
　
多
目
的
室

◎
コ
ー
ラ
ス（
銀
の
鈴
）

毎
月
第
２
・
４

木
曜
日
　
午
前
９
時
か
ら
12
時
　
多
目

的
室

◎
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

毎
月
第
１
・
３
金

曜
日
　
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分

多
目
的
室

◎
茶
道
（
樂
茶
会
）

毎
月
毎
週
水
曜
日

午
前
９
時
30
分
か
ら
12
時
　
中
央
公
民

館
内
茶
室

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館

▼
申
込
・
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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●問合先：生き活き対策課 79-2020 2000年会館内

●問合先：生き活き対策課 79-2020
●ところ：2000年会館内

対象者には個人通知します。

★乳児（３・10か月児）健康診査
３か月児
と　き：９月12日（木)
午後１時から１時30分まで受付
対象者：平成25年５月４日から６月
７日生まれ

10か月児
と　き：９月12日（木)
時間は個人通知します
対象者：平成24年10月９日から11月
12日生まれ

★妊婦さん集まれ【要予約】
とき・内容：
９月３日（火）
午後１時30分から３時まで
助産師のお話
対象者：妊婦
持参品：母子健康手帳

★婦人検診（乳がん･子宮がん）
（集団）【要予約】
と　き：９月30日（月)
・乳がん、子宮がん検診のどちらか
を受診されるかた

★乳児相談
と　き：９月３日（火）
午後１時30分から３時まで受付
対象者：１歳になるまでの乳児と
保護者

内　容：計測、相談（育児・発達・
離乳食など）午後２時から２時
15分は交流会を行います（ふれあ
い遊び、保護者の交流）。交流会の
時間は、計測を一時中断します。

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：９月27日（金）
午前９時から11時までと午後１時
30分から３時まで受付

対象者：１歳から就学前までの幼児
と保護者

内　容：計測、相談（食事・子育て
など）

持参品：母子健康手帳

★成人健康相談【要予約】
と　き：９月27日（金)
午前９時から11時30分までと
午後１時30分から４時まで受付
糖尿病・高血圧・高脂血症・禁煙・
生活習慣を改善したいなど、何でも

お気軽にご相談ください。

午後１時から１時30分までの受
付と午後２時30分から３時まで
受付のどちらか

・乳がん、子宮がん検診の両方を受
診されるかた
午後１時30分から２時30分まで受付
ところ：2000年会館　集団検診室
対象者：
（乳 が ん）40歳以上（1973年12月
31日以前の生まれ）で誕生年が
西暦奇数年生まれのかた

（子宮がん）20歳以上（1993年12月
31日以前の生まれ）で誕生年が
西暦奇数年生まれのかた

検査方法：
（乳 が ん）視触診・マンモグラフィ
（子宮がん）頸部細胞診、内診
定　員：
（乳 が ん）先着50名
（子宮がん）先着100名
費　用：1,000円（75歳以上は500円）
生活保護世帯のかたは無料です。
事前に生き活き対策課で申請を行
ってください。

申込方法：９月11日（水）
午前８時30分から電話か生き活き
対策課窓口でお申し込みください。

※申込開始日で定員に達することも
あります。

平日、午前９時から午後５時

まで利用して頂けます。

プレイルーム利用日について
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老後の暮らしについて考えてみませんか？ 
　先日「有料老人ホームの選び方」という講義を受けてきました。生涯豊かな 

消費生活を送るために、みなさんも一度老後の暮らしについて考えてみませんか？ 

９月15日は敬老の日！ 

　今年に入り、老人ホームに関する相談も数件入っていますが、「入居時は入居すること（引越しの準

備や施設に持込む荷物の整理）に気を取られ、契約書の内容をしっかりと確認していませんでした」と

いう声をどの相談者からも聞きました。 

　一般的な賃貸住宅と違い、高齢者向けの施設や住宅は高額な入居一時金が必要である場合もあり、

一度入居してしまうと、簡単に他の施設に移動することができないという状況が発生しやすいです。

契約する際には、契約書だけでなく重要事項説明書の内容もしっかりと確認しましょう。 

 

 

 

　今年受けた相談の中に、退去時のトラブルがありました。 

　契約書の中身はもちろん全て重要ですが、下記項目は見落とさないように注意してください。 

 
①《経営者の理念》 

　　自分にとってどんな暮らしが理想的なのか？入居する施設や受ける介護は自分の理想を叶えてく

れそうか・ということを検討する指標となります。書面で理念を確認後、その理念が実践されてい

るか現地見学会などでしっかり確認しましょう。 

 
②《土地や建物の権利形態（施設や高齢者向けの住宅に入居する場合）》 

　　土地や建物は、自己所有？賃貸？賃貸の場合の契約期間や条件に制限などはあるのか？これらの

条件は、子や孫に相続できるかどうか？ということまで関係します。「自己所有は相続できるから良

い」ということだけを判断基準にするのも間違いです。土地や建物を子や孫が相続した後、売却し

たいと思っても、なかなか売却先が見つからないなどのトラブルも発生しています。 

 
③《毎月の諸費用》 

　　年金や貯金の中で支払い可能でしょうか？足りない場合は何らかの援助を受けることができるか

どうか、しっかり確認しましょう。 

 
④《退去時の精算について》 

　　入居一時金の初期償却金額と預り金の割合や、初期償却金の償却年数などの確認も忘れずに！賃

貸住宅に関しては、退去時の居室の原状回復に関する取り決めなどをしっかり確かめておく必要が

あります。退去するときに戻ってくる金額の計算方法や、退去に必要なお金について入居前に把握

しておきましょう。これは、退去時のトラブル回避にもつながります。 

 
⑤《職員体制》 

　　職員の離職率などもその施設や介護サービスの状態を検討する際の参考になります。特に離職率

が高い場合、退職理由を確かめてみましょう。 

　 

　どんな老後を、どんな場所で過したいのか？具体的なイメージを描きながら、上記のことに注意し

て老後の住まいや介護について一度考えてみてください。 

　そして、施設や高齢者向け住居に入居する際には、必ず現地を見学しましょう。また、体験入居が

できる場合は積極的に利用しましょう。 

施設に入居する、介護を受ける、これは全て契約です！ 
しっかりと契約書類を確認しましょう。 

パンフレットや契約書、特に何を確認すべき？ 
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●
は
図
書
館
の
休
館
日

図書館通信

●図書館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）･毎月末日（その日が、休館日にあたる時はその翌日も休館）･年末、年始（12／27～１／5） 78－9903

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

１
２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30 

9月

●買い物は県内で！ たばこは町内で買いましょう。

新 刊 紹 介

醤油と薔薇の日々
小倉千加子著　いそっぷ社

日常の中で何気なさ
ゆえに見過ごされて
いることがありませ
んか。ＴＶのＣＭや
現代の風潮を、ジェ
ンダー・セクシュア
リティ論から晩婚
化・少子化現象の分
析につなげる縦横無
尽のエッセイ集です。

日本語で白皮症と訳さ
れるアルビノは生まれ
つき髪や肌が白く紫外
線に弱い疾患のことで
す。少数派として生を
受ける子供たちや彼ら
が抱える問題、そして
今を懸命に生きるアル
ビノの人々の姿を追っ
た本です。

今年80歳の三浦雄一
郎氏が３度目のエベレ
スト登頂を果たした陰
には、たくさんの人々
の応援と協力がありま
した。事前の入念な準
備から57日間に及ぶ
挑戦の記録、三浦氏へ
のインタビューなどを
まとめた１冊です。

アルビノを生きる
川名紀美著　河出書房新社

80歳エベレスト登頂
双葉社

◆上牧町ホームページ◆
・http://www.town.kanmaki .nara . jp/
・Eメール kanmak i＠p l um .ocn . ne . j p

葛城エコフリーマーケット 葛城エコフリーマーケット 
と　き：11月17日（日）午前10時～午後３時 
　　　　　※雨天決行（ただし、荒天の場合は中止） 

ところ：上牧町役場前駐車場 

募集期間　９月９日（月）～９月13日（金） 
お申込み　出店料（1,000円）･印鑑を下記事務局にお持ち 
　　　　　いただいた時点での先着順となります。 
　　　　　※出店申込書及び募集要項は、事務局にございます。 
申込場所　王寺町商工会（王寺町やわらぎ会館3階） 
　詳しいお問合せは　上牧町商工会（Tel　77-5111） 

●主催　葛城エコフリーマーケット実行委員会 
（上牧町商工会青年部・王寺町商工会青年部・河合町商工会青年部・奈良県商工会連合会） 

（
広
告
）

空手道場  練習生募集！！ 空手道場  練習生募集！！ 空手道場  練習生募集！！ 
★空手道場では、武道を通じて 

①体力・精神力の向上 ②子供達ひとりひとりの自主性・
積極性及び忍耐力を養う ③礼儀 ④技術の向上・護身術を
身につけるをモットーに練習に取り組んでいきます。 

◎対　象　幼児の部（４歳より）から一般までの男女 
◎場　所　上牧町立第二体育館 
◎練習日　毎週火曜日　１部（幼年から低学年）午後７時から８時 
　　　　　　　　　　　２部（高学年から一般）午後８時から９時 
　　　　　毎週土曜日　午後７時から９時 

師　範　糸東流義心館　杉山  洋二 
指導者　森  聡枝・井手  正樹 

問合先  32ー2834（杉山）・090ー3991ー1473（森） 

（
広
告
）

神の島　沖ノ島
藤原新也著　小学館

図書室のキリギリス
竹内真著　双葉社

少しだけ不思議な力を
持つ主人公が就職した
のは高校の図書室。物
に刻まれた思いを感じ
ることが出来る彼女
が、様々な本と謎を通
じて生徒たちと心を通
わせ、自分の道を歩き
出してゆく姿を描いた
小説です。

現在でも上陸が制限
されている福岡県の
沖合にある沖ノ島の
自然や祭祀宝物を撮
影した美しい写真集。
安部龍太郎氏による
古代の北部九州につ
いて書かれた「古代
宗像一族の物語」も
掲載されています。

★９月のお話会ピーターパン★

３日（火）午前10時30分から

14日（土）・28日（土）
午後２時から

・町立図書館ホームページで
蔵書検索ができます。

http://www5.ocn.ne.jp/̃ kanmaki/

・本、AV資料は期限内に返却
しましょう。

・図書館の開館時間
午前９時から午後５時まで
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世帯数....................9,762(＋４)

男　性.................11,211(－４)

女　性.................12,358(－８)

合　計..................23,569(－12)
（ ）は前月比

平
成
25
年
７
月
末
日
現
在

《ご案内》

＊町の木 ＊町の花

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
広
告

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
紙
面
に
町
の
財
源
確
保
の
一
環

と
し
て
申
し
込
み
順
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
町
が
広
告
主
の
利
用
を
特
別
に
推

奨
し
た
り
、
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
ご
自
身
の
判
断
で
お
願
い

し
ま
す
。
掲
載
ご
希
望
の
か
た
は
、
広
告
案
を
持
参
し
、

毎
月
５
日
ま
で
に
秘
書
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●法律相談
☆上牧町主催（偶数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：2・4・6・8・10・12月の第一水曜日

午後１時30分～４時30分
ところ：2000年会館
定　員：先着申込順６名
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：

役場秘書課へ電話で申し込んでください
76ー1001 役場内線222番

☆中南和法律相談センター（奇数月に開催）
担　当：弁護士
と　き：1・3・5・7・9・11月の第二金曜日

午後１時～４時
ところ：2000年会館
定　員：先着申込順６名
内　容：各種法律問題全般
申込・問合先：

奈良弁護士会へ電話で申し込んでください
0742ー22ー2035（相談日の１週　

間前の午前９時30分から申込受付。
当日の申し込みは出来ません）

●行政相談
担　当：行政相談委員
と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時
ところ：2000年会館
内　容：役所の仕事について全般
問合先：秘書課　 役場内線222番

●納税相談
担　当：徴税吏員
と　き：毎月第二水曜日　午後1時～3時30分
ところ：役場１階　徴収課
定　員：先着申込順5名
内　容：町税と介護保険料、後期医療保険料について
申込・問合先：

役場徴収課へ事前に電話で申し込ん
でください。（相談日の1週間前から
申込受付。） 役場内線125番

●人権相談
担　当：人権擁護委員
と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時
ところ：2000年会館
内　容：人権問題全般
問合先：福祉課　 役場内線145番

●消費生活相談
担　当：消費生活相談員

と　き：毎週火曜日 午後1時～5時
毎週木曜日 午前8時30分～午後0時30分
（上記共、祝日は除く）

ところ：上牧町役場１階相談室

と　き：毎週月曜日 午後1時～5時
毎週水曜日 午前8時30分～午後0時30分
（上記共、祝日は除く）

ところ：河合町役場二階相談室

内　容：消費生活問題全般・多重債務問題
問合先：秘書課　 役場内線222番

●教育相談
担　当：学校指導主事
と　き：毎週火曜日　午後１時30分～４時
相　談：電話による相談　 役場内線119番
内　容：教育問題全般
問合先：教育総務課　 役場内線119番

●スクールカウンセラー教育相談
担　当：スクールカウンセラー
内　容：教育問題全般

ところ：①上牧中学校
と　き：９月６日・20日

午前11時～午後５時
申込先：上牧中学校　 76ー5479

ところ：②上牧第二中学校
と　き：９月17日

午前11時～午後５時
申込先：上牧第二中学校　 72ー3700

問合先：教育総務課　 役場内線119番

地域密着型で効率的な広告

お店の広告は広報紙で
月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

広報 かんまきかんまき
上牧町役場秘書課　0745－76－1001
掲載料：1枠 1万円／2枠 2万円
（この見本の大きさは１枠です）
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